
大阪市手数料条例（昭和４０年大阪市条例第３５号）の一部を次のように改正する。

第７条の２に次の３号を加える。

� 汚染土壌処理業に係る譲渡及び譲受の承認の申請に対する審査 １件につき

９３，２００円

� 汚染土壌処理業に係る法人の合併又は分割の承認の申請に対する審査 １件に

つき９３，２００円

� 汚染土壌処理業に係る相続の承認の申請に対する審査 １件につき９３，２００円

第７条の３第９号中「７５，０００円」を「６７，０００円」に改める。

第７条の９第１号中「３７，７００円」を「３３，９００円」に、同条第２号中「１７，０００円」を

「１５，０００円」に改める。

附 則

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。

平成３０年３月１日提出

大阪市長 吉 村 洋 文

説 明

汚染土壌処理業に係る譲渡及び譲受の承認の申請に対する審査等に係る手数料を定めるととも

に、破砕業の事業の範囲の変更の許可の申請に対する審査等に係る手数料を改定するため、条例

の一部を改正する必要があるので、この案を提出する次第である。

議 案 第９４号

大阪市手数料条例の一部を改正する条例案

１



（土壌汚染対策法の規定に基づく事務に係る手数料）

第７条の２ 土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）の規定に基づく事務で次の各号に掲げるも

のについては、当該各号に定める額の手数料をその申請をする者から徴収する。

�－� 省 略

� 汚染土壌処理業に係る譲渡及び譲受の承認の申請に対する審査 １件につき９３，２００円

� 汚染土壌処理業に係る法人の合併又は分割の承認の申請に対する審査 １件につき９３，２００

円

� 汚染土壌処理業に係る相続の承認の申請に対する審査 １件につき９３，２００円

（使用済自動車の再資源化等に関する法律の規定に基づく事務に係る手数料）

第７条の３ 使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成１４年法律第８７号）の規定に基づく事

務で次の各号に掲げるものについては、当該各号に定める額の手数料をその申請をする者から

徴収する。

�－� 省 略

� 破砕業の事業の範囲の変更の許可の申請に対する審査 １件につき７５，０００円
６７，０００円

（砂利採取法の規定に基づく事務に係る手数料）

第７条の９ 砂利採取法（昭和４３年法律第７４号。以下この条において「法」という。）の規定に

基づく事務で次の各号に掲げるものについては、当該各号に定める額の手数料をその申請をす

る者から徴収する。

� 法第１６条の規定による採取計画の認可の申請に対する審査 １件につき３７，７００円
３３，９００円

� 法第２０条第１項の規定による採取計画の変更の認可の申請に対する審査 １件につき

１７，０００円
１５，０００円

（参 照） 傍線は削除	


�太字は改正

大阪市手数料条例（抄）
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